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案　　　件　　　名 結果

賛否 （ ○……賛成　×……反対　−……賛否に加わっていない ）
公明党
議員団

日本共産
党議員団 岩出クラブ 郁青青

ク ラ ブ ネット岩出

田
畑
昭
二

玉
田
隆
紀

奥
田
富
代
子

市
來
利
恵

増
田
浩
二

福
山
晴
美

梅
田
哲
也

上
野
耕
志

山
本
重
信

松

下　

元

三
栖
慎
太
郎

井
神
慶
久

吉
本
勧
曜

福
岡
進
二

田
中
宏
幸

尾
和
弘
一

岩出市印鑑条例の一部改正について 可決

（

議

長

の

た

め

、

賛

否

に

加

わ

る

こ

と

が

で

き

な

い

。
）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

監査委員条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岩出市国民健康保険税条例の一部改正について 可決 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

岩出市学校給食分担金徴収条例の一部改正について 可決 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

岩出市介護保険条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

根来寺遺跡展示施設管理条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岩出市水道事業の設置等に関する条例及び岩出市下水道
事業の設置等に関する条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和元年度岩出市一般会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和元年度岩出市国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和元年度岩出市介護保険特別会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和元年度岩出市下水道事業特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市道路線の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

和歌山県と岩出市の根来寺遺跡展示施設の管理に関する事
務の受託について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和２年度岩出市一般会計予算 可決 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

令和２年度岩出市国民健康保険特別会計予算 可決 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

令和２年度岩出市介護保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和２年度岩出市後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

令和２年度岩出市墓園事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和２年度岩出市水道事業会計予算 可決 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

令和２年度岩出市下水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

副市長の選任について（佐
さ

伯
えき

 繁
しげ

樹
き

 氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

防災・減災、国土強靭化のための３か年緊急対策事業の期間
延長を求める意見書について 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

＊案件名は、正式議案名ではありません。

令和２年第１回定例会議決結果

予算審査特別委員会の設置
　令和２年度岩出市一般会計予算を審査するため、３月１２日、１３日に開催し、慎重審査しました。
　審査の結果、可決すべきものと決定し、３月１８日の本会議で報告いたしました。

　予算審査特別委員会委員（令和２年３月５日　選任）
　・委員長　　上野 耕志　・副委員長　奥田富代子
　　委　員　　井神 慶久、福山 晴美、田中 宏幸、松下　元、増田 浩二

いわで議会だより − 2−いわで議会だより



福 岡 進 二　議員 4頁

◎　岩出市地域福祉計画について

◎　老朽化した水道管について

奥 田 富 代 子　議員 5頁

◎　がん検診の受診率向上への取り組みについて

◎　交通弱者への支援について

◎　不登校児童生徒への対応について

増 田 浩 二　議員 6頁

◎　市民プールについて　

◎　いわで御殿建設までの歴史的経緯について

◎　いわで御殿の今後の活用方法について

尾 和 弘 一　議員 7頁

◎　根来寺の防火対策について

◎　コロナウイルスの影響と対策について

◎　カジノ誘致について

◎　防災行政無線の問題点

◎　和歌山市の水道漏水事故、本市の対策は
どうか

◎　子育て支援について

市 來 利 恵　議員 8頁

◎　新型コロナウイルス対策について

◎　フレイル予防について

◎　ダブルケア対策について

5名の議員が市政を問う

※　質問者本人が質問及び答弁の要点をまとめ、提出のあったものを各議員の責任のもとに掲載しました。
※　内容等については、質問者にお問い合わせください。

一 般 質 問

◇一般質問項目の事前公表

　一般質問における質問者・項目については、事前に岩出市
議会ウエブサイトで公表していますので、ご覧ください。

※　新型コロナウイルス感染症の予防及び拡大防止のため、傍聴される方は、手洗い・消毒の励行や
咳エチケットにご協力をお願いいたします。

令和2年第1回定例会（3月議会）

いわで議会だよりいわで議会だより− 3−



地
域
福
祉
計
画
の

　
　
　
　
取
り
組
み
は

福岡　進二 議員
（ネット岩出）

少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り

ど
の
よ
う
な
、
地
域
福
祉
を

目
指
し
て
い
く
の
か
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

①
・
各
種
事
業
や
イ
ベ
ン
ト

開
催
に
よ
る
、
子
供
や
高
齢

者
な
ど
の
交
流
促
進
事
業
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
を
目

標
と
し
た
、
地
域
福
祉
講
座

を
開
催
し
て
い
る
。

・
母
子
、
高
齢
者
、
障
害
者

等
に
対
す
る
、
各
種
相
談
事

業
を
実
施
し
て
い
る
。

・
人
権
を
考
え
る
集
い
等
を

実
施
し
て
い
る
。

②
対
象
は
₂₀
歳
以
上
の
市
民

で
、
年
齢
階
層
ご
と
無
作
為

に
、
２
，
５
０
０
人
を
抽
出

し
実
施
し
て
い
る
。

調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、

令
和
２
年
度
の
委
員
会
に
お

い
て
、
委
員
の
意
見
を
聞
く

予
定
で
あ
る
。

③
地
域
福
祉
に
つ
い
て
は
、

自
助
、
互
助
、
共
助
、
公
助

が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
地
域
で
の
安
心
し
た

生
活
に
向
け
、
住
民
、
福
祉

関
係
者
、
行
政
等
が
相
互
に

協
力
し
、
推
進
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

老
朽
化
し
た

水
道
管
に
つ
い
て

質　

問

①
現
状
は
把
握
し
て
い
る
の

か
。
改
修
等
の
計
画
は
。

②
何
ら
か
の
原
因
で
、
万
が

一
断
水
等
の
問
題
が
起
こ
っ

た
と
き
の
対
応
は
。

答　

弁　

市　

長

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

計
画
に
基
づ
き
市
民
に
安
全

で
良
質
な
水
道
水
を
安
定
供

給
す
る
。

答　

弁　

上
下
水
道
局
長

①
水
道
管
路
台
帳
に
て
、
管

種
、
口
径
、
布
設
年
度
、
延

長
等
を
把
握
し
て
い
る
。

水
道
管
の
法
定
耐
用
年
数

は
、
地
方
公
営
企
業
法
に
基

づ
く
固
定
資
産
の
減
価
償
却

に
用
い
る
年
数
で
₄₀
年
と
さ

れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
そ

れ
以
上
の
耐
久
性
が
あ
る
。

本
市
で
は
、
ア
セ
ッ
ト
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
に
よ
り
、

法
定
耐
用
年
数
の
１．５
倍
の
₆₀

年
ま
で
使
用
で
き
る
も
の
と

し
て
、
延
命
を
図
っ
て
い
る
。

石
綿
管
に
つ
い
て
は
、
平

成
₁₉
年
度
に
改
修
を
完
了
し
、

₆₀
年
を
超
え
た
水
道
管
は
な

い
。

②
小
規
模
な
断
水
に
つ
い
て

は
、
戸
別
訪
問
等
に
よ
り
、

断
水
の
実
施
を
周
知
す
る
。

大
規
模
な
計
画
断
水
に
つ

い
て
は
、
市
内
放
送
、
ウ
エ

ブ
サ
イ
ト
、
広
報
車
等
に
よ

り
事
前
に
周
知
す
る
。

市
で
は
、「
み
ん
な
で
支

え
合
い
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
笑
顔
の
い
わ
で
」
を
基
本

理
念
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

「
一
人
ひ
と
り
の
つ
な
が
り

づ
く
り
」

「
住
民
同
士
が
支
え
合
い
、

助
け
合
う
関
係
づ
く
り
」

「
安
全
で
安
心
し
て
生
活
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
」

「
人
権
を
尊
重
し
た
ま
ち
づ

く
り
」
の
４
つ
を
基
本
目

標
と
定
め
、
そ
れ
ぞ
れ
基
本

的
な
施
策
の
方
向
性
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

質　

問

①
４
つ
の
基
本
目
標
ご
と
で
、

重
点
的
に
取
り
組
み
が
あ
っ

た
事
業
は
。

②
本
年
１
月
に
実
施
し
た
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
方

法
や
、
そ
の
結
果
は
。

③
今
後
、
人
口
減
少
問
題
や
、

水道管布設替えの様子

岩出市地域福祉計画

いわで議会だより − 4−いわで議会だより



特
定
健
診
や
が
ん
検
診
も
受

診
す
る
と
、
ポ
イ
ン
ト
が
付

与
さ
れ
る
の
か
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

①
が
ん
検
診
未
受
診
者
へ
は
、

個
別
の
文
書
を
送
付
し
、
受

診
勧
奨
を
行
っ
て
い
る
。

②
が
ん
検
診
や
特
定
健
診
も

健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
対
象

と
考
え
て
い
る
。
各
検
診
に

つ
き
、
₂₀
ポ
イ
ン
ト
の
付
与

を
想
定
し
て
い
る
。

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
対
応

質　

問

①
小
中
学
校
の
不
登
校
の
現

状
と
理
由
は
。

②
学
校
は
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
る
の
か
。

答　

弁　

教
育
長

①
平
成
3₀
年
度

小
学
校
₁₂
名
、
中
学
校
₄₄
名
。

不
登
校
の
主
な
理
由
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の

不
足
に
よ
る
人
間
関
係
の
ト

ラ
ブ
ル
・
家
庭
環
境
に
起
因

す
る
も
の
・
発
達
障
害
に
起

因
す
る
学
習
不
振
等
。

②
学
級
担
任
が
、
定
期
的
に

家
庭
訪
問
や
、
電
話
連
絡
を

し
て
い
る
。
放
課
後
に
登
校

し
て
学
習
す
る
児
童
も
い
る
。

が
ん
は
、
早
期
発
見
・
早

期
治
療
で
治
せ
る
病
気
に
な

っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

が
ん
検
診
を
定
期
的
に
受
け

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
我

が
国
は
欧
米
諸
国
に
比
べ
て

が
ん
検
診
受
診
率
が
低
い
と

言
わ
れ
て
い
る
。

質　

問

①
過
去
三
年
間
の
受
診
率
は
。

②
受
診
率
の
目
標
数
値
は
。

③
受
診
率
向
上
へ
の
取
り
組

み
は
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

①
（
表
の
と
お
り
）

②
目
標
数
値
は
₅₀
％
。

既
に
₅₀
％
を
超
え
て
い
る
子

宮
頸
が
ん
と
乳
が
ん
は
、
前

年
度
数
値
を
超
え
る
目
標
設

定
と
し
て
い
る
。

③
市
広
報
・
メ
ー
ル
配
信
・

ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
・
ポ
ス
タ
ー

チ
ラ
シ
配
布
等
、
あ
ら
ゆ
る

機
会
に
受
診
率
向
上
に
努
め

て
い
る
。

質　

問

①
徐
々
に
受
診
率
が
低
下
し

て
き
て
い
る
。
コ
ー
ル
・
リ

コ
ー
ル
制
度
の
取
り
組
み
状

況
は
。

②
新
年
度
、
健
康
ポ
イ
ン
ト

事
業
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

５
日
以
上
欠
席
し
た
児
童
生

徒
の
個
人
状
況
・
学
校
対
応

状
況
を
記
録
し
、
教
育
委
員

会
と
情
報
の
共
有
を
図
っ
て

い
る
。

質　

問

①
適
応
指
導
教
室
フ
レ
ン
ド

に
は
何
名
通
っ
て
い
る
の
か
。

②
状
況
が
改
善
し
た
ケ
ー
ス

に
つ
い
て
。

答　

弁　

教
育
長

①
令
和
元
年
度

児
童
４
名
、
生
徒
₂₃
名
。

②
３
名
が
学
校
に
復
帰
。
中

学
３
年
生
、
９
名
中
８
名
が

高
校
を
受
験
し
た
。

がん検診率向上で
早期発見を

奥田 富代子 議員
（公明党議員団）

いわで議会だよりいわで議会だより− 5−



質　

問

①
徳
川
吉
宗
が
幼
少
を
過
ご

し
た
巌い

わ

出で

御
殿
（
横
浜
市
の

臨り
ん
し
ゅ
ん
か
く

春
閣
）。
林
町
長
時
代
に
、

国
に
返
還
の
陳
情
も
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
既
存
の
い
わ

で
御
殿
建
設
に
至
る
歴
史
的

な
経
緯
と
施
設
に
対
し
て
の

認
識
は
。

②
3
月
末
で
休
館
と
な
る
が
、

今
後
の
活
用
方
法
と
開
館
目

処
の
時
期
は
。
お
風
呂
等
の

工
事
を
優
先
し
、
完
了
後
に

利
用
で
き
る
対
策
は
。
ま
た
、

現
利
用
者
の
負
担
増
へ
の
財

政
的
支
援
や
相
談
窓
口
を
つ

く
る
べ
き
で
は
。

質　

問

①
2
力
所
あ
っ
た
時
と
同
じ

程
の
利
用
者
数
が
あ
り
ま
し

た
が
、
危
険
性
回
避
へ
ど
う

対
応
さ
れ
た
の
か
。

②
今
後
に
向
け
て
改
善
が
求

め
ら
れ
る
と
認
識
し
た
点
は

な
い
の
か
。
日
よ
け
の
設
置

の
声
も
聞
く
が
。

③
利
用
者
数
か
ら
考
え
て
も

混
雑
解
消
の
手
だ
て
が
必
要

と
考
え
る
。
混
雑
の
解
消
へ

ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答　

弁　

教
育
部
長

①
気
温
と
水
温
合
計
で
₆₅
度

を
超
え
れ
ば
入
水
を
控
え
、

休
憩
時
間
も
₄₅
分
に
1
回
取

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

②
滑
り
や
す
い
と
の
声
に
、

滑
り
止
め
マ
ッ
ト
を
設
置
し

ま
し
た
。
雨
よ
け
の
声
は
あ

っ
た
が
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

③
短
時
間
に
大
勢
の
利
用
者

が
あ
る
場
合
、
入
場
制
限
を

行
う
運
営
を
行
い
ま
す
。

いわで御殿
今後の活用方法は 増田　浩二 議員

（日本共産党議員団）

③
周
辺
整
備
と
し
て
防
災
面

か
ら
の
堤
防
強
化
策
は
。

④
歴
史
的
経
緯
や
位
置
づ
け

を
ふ
ま
え
、
岩
出
町
史
に
記

載
さ
れ
て
い
る
関
係
文
書
や

徳
川
吉
宗
に
関
す
る
資
料
収

集
を
行
う
組
織
や
、
徳
川
吉

宗
を
大
切
に
し
て
活
か
し
て

い
く
視
点
が
行
政
と
し
て
弱

い
の
で
は
な
い
か
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

①
市
民
の
潤
い
と
安
ら
ぎ
の

施
設
と
し
て
設
置
。
教
育
文

化
、
観
光
の
目
的
で
設
置
し

た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

答　

弁　

産
業
振
興
課
長

②
従
前
と
似
た
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
と
い
う
よ
う
な
使
い
方

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

令
和
2
年
度
中
に
、
仕
上
が

る
よ
う
頑
張
り
た
い
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

②
お
風
呂
が
な
い
と
い
う
理

由
で
困
っ
て
い
る
話
は
聞
い

て
い
ま
せ
ん
。
大
き
な
影
響

は
な
い
と
考
え
て
お
り
、
利

用
料
で
の
救
済
措
置
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。
工
事
中
の
利

用
は
控
え
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

答　

弁　

地
域
福
祉
課
長

②
質
問
等
が
あ
れ
ば
、
市
の

窓
口
に
直
接
来
て
い
た
だ
く

よ
う
に
、
管
理
人
に
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

答　

弁　

事
業
部
長

③
住
宅
が
建
ち
並
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
拡
幅
は
不
可
能
と

考
え
て
い
ま
す
。

答　

弁　

教
育
部
長

④
徳
川
吉
宗
を
表
に
出
し
て

の
観
光
振
興
は
、
現
在
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

市
民
プ
ー
ル
の
利
用
状
況
の
認
識
は

「いわで御殿休館について」の張り紙

いわで議会だより − 6−いわで議会だより



防
災
無
線
か
ら

戸
別
受
信
機
の
設
置
を

質　

問
現
在
の
放
送
で
平
常
時
に

は
聞
こ
え
て
も
、
豪
雨
時
に

は
反
響
し
た
り
、
雨
風
の
音

が
大
き
く
て
聞
き
取
れ
な
い
。

そ
こ
で
、
国
の
制
度
を
活

用
し
て
、
全
戸
に
「
戸
別
受

信
機
」
を
導
入
す
べ
き
だ
。

答　

弁　

総
務
部
長

災
害
情
報
等
の
伝
達
に
は
、

安
心
・
安
全
、
登
録
制
、
緊

急
エ
リ
ア
の
各
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
や
市
の
ＷＥＢ
サ
イ
ト
、

ＳＮＳ
等
の
手
段
を
用
い
て
い
る
。

全
戸
配
布
の
予
定
は
な
い
。

答　

弁　

総
務
部
長

③
市
民
へ
の
案
内
広
報
に
努

め
、
手
指
の
消
毒
や
咳
エ
チ

ケ
ッ
ト
な
ど
、
チ
ラ
シ
を
掲

示
し
感
染
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
周
知
啓
発
を
行
う
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

④
⑤
⑥
⑦
発
熱
等
の
症
状
が

あ
れ
ば
那
賀
消
防
で
救
急
搬

送
し
、
常
に
消
毒
し
て
行
う
。

感
染
症
病
院
は
、
那
賀
病

院
が
指
定
さ
れ
、
4
床
あ
る
。

再
編
統
合
は
な
く
、
マ
ス

ク
の
配
布
は
備
蓄
数
が
少
な

く
配
布
は
難
し
い
。

答　

弁　

教
育
部
長

⑧
校
長
会
を
直
ち
に
開
催
し

休
校
を
決
定
し
た
。

⑨
開
校
に
つ
い
て
は
、
対
策

本
部
に
諮
り
決
定
し
た
い
。

⑩
参
加
費
用
は
返
還
し
な
い

と
決
め
て
い
る
が
、
記
念
Ｔ

シ
ャ
ツ
・
タ
オ
ル
と
当
市
の

特
産
品
を
送
付
す
る
。

⑤
指
定
感
染
症
病
院
は
ど
こ

か
。
何
床
あ
る
の
か
。

⑥
統
合
問
題
が
あ
る
が
那
賀

病
院
は
ど
う
な
る
の
か
。

⑦
消
毒
液
や
マ
ス
ク
の
備
蓄

は
ど
う
か
。
薬
局
等
で
販
売

が
な
い
が
ど
う
か
。

⑧
小
中
学
校
の
閉
校
に
よ
る

課
題
・
問
題
点
は
ど
う
か
。

⑨
い
つ
か
ら
開
校
す
る
の
か
。

⑩
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
中
止
に

よ
る
参
加
費
用
の
対
応
は
。

答　

弁　

市　

長

①
対
策
本
部
を
設
置
し
、
行

動
計
画
に
基
づ
き
各
部
の
連

携
を
図
り
、
対
応
し
て
い
る
。

答　

弁　

事
業
部
長

②
観
光
面
で
は
大
き
な
影
響

は
な
い
。
宿
泊
施
設
で
は
外

国
人
の
予
約
が
す
べ
て
キ
ャ

ン
セ
ル
さ
れ
激
減
し
て
い
る
。

今
後
も
情
報
収
集
に
努
め
る
。

根
来
寺
の

　
防
火
対
策
は
万
全
か

質　

問
昨
年
、
沖
縄
県
の
首
里
城

が
焼
失
し
無
残
な
姿
と
化
し

た
。
当
市
の
根
来
寺
は
重
要

で
あ
り
観
光
資
源
で
も
あ
る
。

日
常
的
に
点
検
を
し
、
万

全
の
対
策
を
求
め
た
い
。

答　

弁　

教
育
部
長

年
２
回
の
設
備
の
点
検
、

消
防
訓
練
を
実
施
。
適
切
に

指
導
・
助
言
し
文
化
財
の
防

火
意
識
高
揚
に
努
め
て
い
る
。

国
宝
か
ら
市
指
定
文
化
財

は
当
市
の
宝
。
し
っ
か
り
と

守
り
後
世
に
引
き
継
ぎ
た
い
。

感
染
拡
大

マ
ス
ク・消
毒
液
の
不
足

質　

問
今
、
世
界
的
な
問
題
に
な

っ
て
お
り
、
人
・
物
が
動
か

ず
、
経
済
が
悪
化
し
甚
大
な

影
響
が
出
て
き
て
い
る
。

当
市
で
も
、
い
つ
集
団
感

染
が
発
生
す
る
か
分
か
ら
な

い
。
発
生
時
、
具
体
的
に
ど

う
対
処
・
対
応
す
る
の
か
。

①
影
響
と
対
策
は
ど
う
か
。

②
観
光
客
及
び
事
業
所
へ
の

影
響
は
ど
う
か
。

③
市
民
へ
の
案
内
・
広
報
は
。

④
感
染
者
の
搬
送
・
救
急
車

等
の
対
策
は
ど
う
か
。

尾和　弘一 議員

新型コロナウイルスの画像

戸別受信機で聞き取れないを解消

いわで議会だよりいわで議会だより− 7−



新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
を

②
現
時
点
で
、
市
内
で
の
感

染
者
が
出
て
い
な
い
。
県
が

総
合
的
な
窓
口
と
い
う
中
で
、

市
単
独
で
開
設
す
る
必
要
が

な
い
と
考
え
て
い
る
。

③
基
本
的
に
は
、
国
や
県
の

対
応
を
活
用
し
な
が
ら
対
策

を
講
じ
る
。

質　

問
観
光
産
業
、
地
域
経
済
の

影
響
は
。

答　

弁　

事
業
部
長

宿
泊
施
設
で
は
、
宿
泊
客

が
減
少
。
飲
食
店
等
は
、
来

客
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

具
体
的
な
数
字
は
、
把
握

し
て
い
な
い
。

質　

問

①
公
衆
衛
生
上
の
諸
産
業
の

現
状
認
識
は
。

②
医
療
現
場
に
マ
ス
ク
不
足

が
起
き
て
い
る
。
市
の
備
蓄

Ｎ
₉₅
マ
ス
ク
、
必
要
な
ら
ば

提
供
す
る
考
え
は
ど
う
か
。

③
国
保
の
短
期
証
明
書
、
資

格
証
明
書
の
方
へ
の
対
応
は
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

①
医
療
機
関
、
介
護
施
設
等
、

感
染
症
対
策
に
努
め
ら
れ
て

い
る
。
マ
ス
ク
等
は
、
在
庫

を
や
り
く
り
し
て
対
応
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
多
い
現
状
。

②
希
望
が
あ
れ
ば
、
配
布
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。

③
新
型
コ
ロ
ナ
に
対
し
、
柔

軟
に
対
応
し
て
い
く
。

仕
事
と
の
両
立
が
困
難
と
な

り
離
職
。
そ
れ
に
伴
う
経
済

的
な
問
題
な
ど
、
多
く
の
問

題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
は
認

識
し
て
い
る
。

②
子
育
て
、
介
護
と
も
に
現

行
制
度
で
の
活
用
で
き
る
も

の
を
紹
介
。
支
援
制
度
の
情

報
提
供
、
相
談
窓
口
で
実
施

し
て
い
る
。

③
市
民
に
は
、
ダ
ブ
ル
ケ
ア

の
周
知
と
、
相
談
窓
口
を
周

知
す
る
た
め
に
、
広
報
へ
の

掲
載
を
検
討
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

対
す
る
市
の
対
策
と
対
応
は
、

市
民
に
と
っ
て
も
知
り
た
い

情
報
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

質　

問

①
市
の
対
策
・
対
応
に
つ
い

て
。

②
市
民
の
不
安
や
相
談
に
応

え
る
た
め
の
相
談
窓
口
の
開

設
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

③
住
民
の
命
と
健
康
を
守
る

た
め
、
市
の
実
態
を
つ
か
ん

だ
上
、
国
や
県
に
声
を
上
げ

て
い
く
と
と
も
に
、
積
極
的

に
岩
出
市
独
自
で
の
財
政
支

援
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

答　

弁　

総
務
部
長

①
Ｈ
₂₇
年
岩
出
市
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行
動
計

画
を
策
定
し
て
お
り
、
本
行

動
計
画
に
基
づ
き
対
応
し
て

い
る
。

ダ
ブ
ル
ケ
ア
と
は
、
子
育

て
と
介
護
を
同
時
に
担
う
こ

と
。
近
い
将
来
、
社
会
問
題

化
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

質　

問

①
市
の
認
識
は
。

②
サ
ポ
ー
ト
体
制
は
ど
う
か
。

③
相
談
窓
口
の
周
知
を
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

①
一
般
的
に
女
性
の
負
担
が

大
き
く
、
育
児
と
介
護
の
負

担
が
一
人
に
集
中
す
る
傾
向

が
あ
る
。
介
護
者
の
孤
立
化
、

ダ
ブ
ル
ケ
ア

市來　利恵 議員
（日本共産党議員団）

いわで議会だより − 8−いわで議会だより



防災・減災、国土強
きょう

靭
じ ん

化
か

のための３か年緊急対策事業の期間延長を求める
意見書を関係機関に提出しました。

近年、気候変動の影響等による激甚的な自然災害が、全国各地で頻発しています。
国では、平成３０年度から令和２年度までの３年間を「防災・減災、国土強靭化のための３か年緊急対策」

として閣議決定し、通常予算とは別枠で予算を上乗せして対策を進めており、緊急対策期間後の令和３年度
以降も防災・減災等の対策に必要となる予算と財源を継続的に確保していただくため、防災・減災、国土強
靭化のための３か年緊急対策事業の期間を延長されるよう、全員賛成により可決し、関係機関へ提出しました。

（提出先）衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、国土交通大臣、
内閣官房長官、国土強靭化担当大臣、内閣府特命担当大臣（防災）

～表紙 写真・イラスト募集～
たくさんのご応募を お待ちしています。

応募者は、市内在住者又は市内に勤務・通学されている方に限ります。
作品はカラー、A4 縦。（写真は縦型データ可。）岩出市内で応募者自身が撮影または描いた未発表のオリ
ジナル作品。人物が特定できる場合はご本人の了承を得てください。作品の著作権は岩出市議会に帰属
するものとします。（著作権法第 27 条及び第 28 条の権利を含む。）
作品は返還しません。採用された方にはご連絡いたします。（粗品進呈）

随時受付します。（最新号に起用されるとは限りませんのでご了承ください。）
募集締切りの目安：3 月号…12 月中旬、6 月号…3 月中旬、9 月号…6 月中旬、12 月号…9 月中旬

岩出の魅力をアピールできるような写真、イラスト等の作品。

岩出市議会広報常任委員会が選考します。

作品を表紙にカラーで掲載。氏名、学校名、撮影場所等を掲載します。
岩出市議会広報常任委員会で、作品の編集等を行う場合がありますので、ご了承願います。

撮影者、製作者の住所、氏名、電話番号、作品名（タイトル）、撮影場所、撮影年月日をご記入のうえ、
次の宛先までご応募ください。（応募に係る費用は、応募者の負担となります。）

○ お問い合わせ　ご応募は 〇
岩出市議会広報常任委員会（岩出市議会事務局）
〒 649-6292　岩出市西野 209 番地　電話 : 0736-61-6947 E-mail : gikai@city.iwade.lg.jp

詳しくは、こちらの QR コードを
読み取り、岩出市議会ウエブサイト
の募集要領をご覧ください。

意見書

応募条件

受付期日

募集内容

選　　考
紙面への掲載

応募方法

募集要領QRコード
これまでの採用作品（一部）

あなたの作品が
「議会だより」の表紙に！

随時募集

いわで議会だよりいわで議会だより− 9−



岩出市議会ウエブサイト
http://www.c i ty . iwade. lg . jp/
gikai/

※携帯電話・スマートフォンなどの バー
コードリーダーで読み取ると、議会ウ
エブサイトにアクセスできます。   　 QRコード

発
行
／
岩
出
市
議
会　
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小中学生から
岩出への想い

特集

（委 員 長）　福山　晴美　（副委員長）　市來 　利恵
（委　　員）　福岡　進二　田中　宏幸　三栖 慎太郎　上野　耕志　奥田富代子　尾和　弘一

議 会 広 報 常 任 委 員 会

●第2回定例会（6月議会）日程
午前9時30分から

6月 8日（月）行政報告･議案説明

12日（金） 質疑・委員会付託

22日（月） 討論・採決

24日（水） 一般質問

25日（木） 一般質問

山
崎
小
学
校　

６
年　

森も
り　

莉り

希き

斗と

さ
ん

ぼ
く
の
住
ん
で
い
る
岩
出
市
は
、
自
然
が
豊

か
な
と
こ
ろ
で
す
。
さ
ら
に
、
根
来
寺
、
緑

花
セ
ン
タ
ー
、
さ
ぎ
の
せ
公
園
な
ど
、
人
と
人

と
の
交
流
を
深
め
る
場
所
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
に
ぎ
や
か
な
声
が

響
き
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
岩
出
市
は
、
み
ん
な
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
、
い
い
ま
ち
で
す
。

も
っ
と
、
幅
広
い
世
代
の
人
が
交
流
で
き
る
場
所
が
、
増
え
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

岩
出
小
学
校　

６
年　

小こ

嶋じ
ま　

蒼そ

空ら

さ
ん

ぼ
く
が
通
っ
て
い
る
学
校
の
近
く
に
は
、 

紀

の
川
が
あ
り
、
そ
の
紀
の
川
は
貴
志
川
を
は

じ
め
三
つ
の
川
が
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
紀

の
川
の
上
に
は
岩
出
橋
が
あ
り
、
つ
い
最
近
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

二
〇
一
八
年
七
月
十
四
日
の
事
で
す
。

ぼ
く
は
、
住
民
の
た
め
に
新
し
い
も
の
を
つ
く
る
、
や
さ
し
い

岩
出
市
の
人
が
大
好
き
で
す
。
多
く
の
人
に
、
岩
出
の
人
は
優
し

い
と
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

★令和２年第2回定例会（6月）の本会議開催予定日は、次のとおりです。

※　新型コロナウイルス感染症の予防及び拡大防止のため、

傍聴される方は、手洗い・消毒の励行や咳エチケットに

ご協力をお願いいたします。
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